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9. 研究実績の概要

本領域全体の達成度は，平成23年度の段階で，当初計画の約4-5割程度に達しており，予定を上回って進展している．複数のインパク
トのある複合体構造の構造決定にも成功している．
平成23年度は，6月9日（木）に第2回公開シンポジウム（第1回方法論連絡会）として，第11回蛋白質科学会（6月7日-9日，大阪サンパ
レス）において，「タンパク質複合体研究のひと工夫」（オーガナイザー：奈良先端大・箱嶋敏雄・東大・深井周也）を開催して，複
合体構造研究の方法論を中心に討論・情報交換した．続いて，7月6日－8日には，「構造生物学：シグナリング複合体の地平線」と題
して，第2回領域全体会議・第２回総括班会議を奈良（ホテル日航奈良）で開催した．ここでは，本年度から参加した公募研究の研究
代表者全員（37名）の研究計画・構想の発表と，計画班員の研究成果の発表があり，研究内容等についての討論と共に，方法論につい
ての情報交換が活発に行われた．また，総括班会議では，経過報告と共に，今後の方針が議論された．
平成23年8月に新たな知見が発見されて，外部評価者を含めた研究進捗確認において当該知見についての研究成果をより詳細に検討す
る必要が生じたために，平成24年6月に，公開シンポジウムを開催した．
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（2）おおむね順調に進展している。

本領域全体の達成度は，平成23年度の段階で，当初計画の約4-5割程度に達しており，予定を上回って進展している．複数のインパク
トのある複合体構造の構造決定にも成功している．

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)相互作用

構造生物学 分子生物学 生化学 タンパク質

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

比較的に順調に進展しているので，これまで通りに推進していく．

（今後の推進方策）

(２)
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13.研究発表（平成２３年度の研究成果）
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15.備考
 （新学術領域研究）構造細胞生物学ー細胞シグナリング複合体によるシグナル検知・伝達・応答の構造的基礎

 http://convallaria.pharm.hokudai.ac.jp/scb/
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